
 何故 、命なのか、とよく聞かれます。安心

安全なモノづくり、すべての生命をつくる環

境に配慮するといったことは、命を大切に

することにつながると考えるからです。 

 この活動を通して、人を思いやる心、モノ

を大切にする気持ち、環境保護に取り組む

意識など、子供たちには心の豊かさを大切

にすることを伝えたいと思っています。 

次世代の子供たちに、健全で優しい心を育んでもらいたい。 

■「イルカ・クジラ・エコリサーチ・ネットワーク」支援 

 カシオは、1994年に日本で開催された「第4回国際イルカ・クジラ会議」より、G-SHOCKと

Baby-Gの協賛モデルを販売し、売上金の一部を「アイサーチ・ジャパン（国際イルカ・クジラ教育リ

サーチセンター）※１」に寄付することで、世界各地のイルカ・クジラに関する教育・研究活動を支援し

てきました。 

 2009年 は、“Love the Sea And the Earth”というテーマのもと、「イルカ・クジラモデル」でサポ

ートを続けてきた「アイサーチ・ジャパン」に加え、環境の保全・研究

を支援している「アースウオッチ※2」の2つの団体支援をするため、海・

生物・植物をイメージしたG-SHOCKとBaby-G計4モデルをラインア

ップし、その売り上げの一部を寄付することで、当団体を支援しました。 

  
※1： アイサーチ・ジャパン（国際イルカ・クジラ教育リサーチセンター） 

1991年に設立され、イルカ・クジラと自然の素晴らしさを伝える活動に取
り組んでいる非営利団体です。   

※2： アースウオッチ（EARTHWATCH）  
1971年にアメリカ・ボストンにて設立。世界各地で行われている気候変動
や野生生物・生態系など環境保全研究の地道な野外調査を支援している国
際NGOです。 

29　CASIO CORPORATE REPORT 2010 CASIO CORPORATE REPORT 2010　30

カシオグループの社会貢献 

 山形 カシオは、「企業活動だけでなく、地元・東根市への地域貢献を通

じて地域により愛される企業になろう!」と考え、「果樹王国ひがしねさくら

んぼマラソン大会」を、2004年より協賛しています。 

 8回 目となる2009年の大会では、協賛企業として賞品提供や販売ブー

スの出店を行い、従業員約40名がランナーや応援団、沿道整理ボランテ

ィアとして参加しました。 

 地域 の人 と々の協力関係や信頼関係をより深く形成していくため、今

後もこうした地域貢献活動を積極的に行っていきます。 

■山形さくらんぼマラソンに協賛 

 カシオでは、小学校などの依頼を受けて、従業員が学校に訪問する出

前授業や、工場などの施設見学受け入れを行っています。 

 出前授業のプログラムは大きく分けて3部構成で、命の大切さを学ぶ

もの、電卓の分解・組み立て体験によるモノづくり、そして地球環境問題

についての授業があります。子供たちが自ら考え、気づくことで、豊かな心

を育んでもらうことを意図しています。 

 また、最新の環境配慮型施設である八王子技術センターでは、地元小

学校からの見学も受け入れています。 

■次世代を担う子供たちへ 

 1982年 にカシオ計算機の創立メンバーである樫尾茂前

会長と樫尾4兄弟によって設立されました。わが国が技術

先進国として世界に貢献するという使命を果たすには、高

度な研究開発がさまざまな分野で進められるべきであると

の理念のもと、特に限られた研究費で困難な研究を続けて

いる若手研究者による、萌芽的な段階にある先駆的かつ

独創的研究を主眼として、研究助成活動を展開しています。 

次世代教育や地域社会活動など5つの重点分野を特定し、 
健全で心豊かな社会づくりを目指して、さまざまな社会貢献活動を行っています。 

カシオ科学振興財団 

CSR推進室 
若尾 久 

次世代 
教育 

学術 
・ 
研究 

環境保全 
地域社会 
活動 

文化 
・ 
芸術 社会貢献活動 

重点5分野 

■会社概要（2010年3月31日現在/2010年3月期） 
 
商　　号: カシオ計算機株式会社  
英文商号: CASIO COMPUTER CO., LTD.  
本　　社: 〒151-8543 
　　　　  東京都渋谷区本町1-6-2  
設　　立: 1957（昭和32）年6月1日  
社　　長: 樫尾  和雄  
従業員数: 2,869名（連結:12,247名）  
資 本 金: 48,592百万円  
売 上 高: 427,925百万円（連結）  
営業利益: ▲29,309百万円（連結）  
経常利益: ▲25,082百万円（連結）  
当期純利益: ▲20,968百万円（連結） 

■カシオ ホームページ 

http://casio.jp

 カシオ上海は、2009年度も引き続き、中国教育部大学外国語専門教学指導委員会日本語分会、

中国日本語教学研究会、および北京日本学研究センターが共同主催する、中国で唯一の日本学研

究修士論文コンテストに協賛しました。 

 同 コンテストは、中国の各大学間の交流を促進し、中国における日本学研究を深め、さらなる優秀

な日本学研究の人材を育成することを目的としています。電子辞書メーカーであるカシオグループは、

これを積極的に支援すべく、同コンテストの名称を「カシオ杯」として開催しています。 

■中国で日本学研究修士論文コンテストに協賛 

 カシオグループは「カシオ科学振興財団」への支援活動を通じて、科学技術の発展に貢献してい

ます。 

■カシオ科学振興財団への支援 


